
下
町

の
変
容
と
文
学
者

た
ち

槌

田

満

文

地
区

に
し
ぼ

っ
て
、
そ

の
変
容

の
あ
と
を
文
学
者
た
ち

の
記
述

で
た
ど

っ
て
み

る
こ
と
に
し
た
い
。

東
京

の
下
町
が
大
き
く
変
貌

し
、
江
戸

の
お
も

か
げ
を
失

っ
た

の
は
、
大
正

十

二
年

(
一
九

二
三
)

の
震
災
と
昭
和

二
十
年

(
一
九

四
五
)

の
戦
災

に
よ
る

こ
と
は
疑
う
余
地
が
な

い
。
し

か
し
、
下
町

の
変
容

の
原
因
を
す
べ
て
不
可
抗

力

の
災
害
だ

っ
た
と
す

る
の
は
、
事
実
を
見
な

い
謬
見
と

い
わ
な
け
れ
ば

な
ら

な

い
で
あ

ろ
う
。

た
し

か
に
、
関
東
大
震
災

に
よ

っ
て
江
戸
以
来

の
景
観
や
風
俗
が
壊
滅

的
な

打
撃
を
受
け
た

こ
と

は
否
定
す
べ
く
も
な

い
。
し

か
し
何

も
か
も

一
挙
に
失
わ

れ
た
わ
け

で
は
な
く
、
徐

々
に
少
し
ず

つ
、

部
分

的
に
変
化

し
て

い

っ
た

こ
と

は
明
ら

か
で
あ
る
。
た
だ
し
そ

の
変
容

の
過

程
を

つ
ぶ
さ
に
た
ど
る
作
業

は
、

地
上

に
痕
跡
を
残
し
て

い
る
遺
物

・
遺
跡

な
ど
の
史
料

が
乏
し

い
だ

け
に
、
き

わ

め
て
困
難
と

い

っ
て
よ

い
。
お
そ
ら
く
、

文
献
史
料

の
な
か
で
も
景
観

や
風

俗
を
活
写
し
た
そ

の
時

々
の
文
学

作
品
が
再
現
す
る
イ

メ
ー
ジ
に
よ

っ
て
、

可

能
な
限
り

の
追
体
験
を
試
み
る
よ
り
ほ
か
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

下
町

の
な
か

で
も
、
特

に
江
戸

の
名

ご
り
の
多

か

っ
た
本
所

・
深
川

の
江
東

二

江
東
地
区

に
は
、
近
代

に
入

っ
て
大
き
く
変
貌

し
た
と

こ
ろ
と
、

そ
れ
ほ
ど

で
な

か

っ
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。
比
較
的
変
化

の
少

な
か

っ
た

の
は
、
伝
統

的
な

行
事
を
伴
う
神
社
仏
閣

の
周
辺
、
河

川
に
沿

っ
た
木

場
や
倉
庫

街
な
ど
で
、.
地

域

的

に
は
本
所
地
区
よ
り
も
深

川
地
区
に
多

か

っ
た
。

ま
た
、
時
期

的
に
見

れ
ぽ
、
明
治

二
十
年
代
以
前

と
三
十
年
代
以
後

と
で
は

明
ら
か
に
異

な
る
。
陸

上
交

通
の
便
が
悪

か

っ
た
二
十
年
代
以
前

は
、
近
郊

の

行
楽

地
も
江
戸

の
お
も
か
げ

を
色

濃
く
残

し
て

い
た
。

し
か
し
三
十
年
代
以
後

に
な
る
と
、

主
に
本
所
地
区
が

工
業
地

の
拡
大

に
つ
れ

て
激

し
く
変
化
し

た
の

で
あ

る
。

江
戸
時
代

か
ら
亀
戸
や
向
島

の
梅
園

を
巡
歴

し
て
梅
見
を
楽
し
む
風
流
人

は

少

な
く

な
か

っ
た
が
、
そ
れ

は

一
日
が

か
り

の
行
楽

で
あ

っ
た
。
鶯
亭
金
升

は

随
筆
集

『
明
治

の
お
も

か
げ
』

(
昭
和

28
年

11
月
、
山
王
書
房
)

の

「
仏
様

の
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梅
見
」

で
、
向
島

か
ら
亀
戸

の
臥
龍

梅

へ
行

く
と

「
此
処

で
は
梅

の
花
漬

を
入

れ
た
湯
を
出
す

の
で
弁
当
を
開
く
下
戸

も
あ
り
、

瓢
を
空
に
す
る
上
戸

も
あ
り

こ
れ

で

一
日
を
う
か
う
か
と
暮

ら
す
の
だ
が
、

田
園

を
歩

い
た
面

白
さ
が
今
も

目
に
残

っ
て
居
る
」
と
書

い
て
い
る
。

『
鶯
亭

金
升
日
記
』

(
昭
和
36
年

10
月
、
演
劇
出
版
社
)

の
明
治

二
十

六
年

(
一
八
九

三
)
三
月
十
九

日
の
項

に

「
夫

よ
り
墨
堤
、
木
下
川
、
亀
井
戸

の
梅

を
見

て
柳
島

の
橋
本

に
て
、

一
酌

を
催
う

し
、
夕
刻
帰
宅
」
と
あ

る
の
は
、
そ

う
し
た
行
楽

の

一
記
録

で
あ

ろ
う
。

「
橋
本
」

と
あ

る
の
は
、
横
十
聞
川
と
北
十
間
川
が
交
叉
す
る
本
所
区
柳
島

元

町
の
東
北
端
、
現
在

の
墨

田
区
業
平
五
丁
目

に
あ

っ
た
料
理
屋

で
あ

る
。
柳

島
妙
見
堂

の
北
側

に
面

し
、
柳
島
橋

の
た
も
と

に
位
置
し

て
い
た
。
江
戸
時

代

か
ら
知
ら
れ

た
会
席
茶
屋

で
、
安
藤
広
重

の
江
戸
名
所
百
景

「
柳
し
ま
」
、

小

林
清
親

の
東
京
名
所
図

「
柳
島
日
没
」
に
も
描
か
れ

て
い
る
。

東
京
通
人

『
東
京

四
大
通
』

(
明
治

40
年
10
月
、

也
奈
義

書
房
)
に
は

「
柳

や
し
ろ

島
妙
見

の
祠

の
傍
な

る
橋
本
も
、
通
人
に
喜
ば

れ
る
所

で
あ
る
。
亀
戸
天
神

の

ち
き

へ
ん
べ
き

左
り
門
を
出

で
て
直

に
青
田
が
見
え
る
所
に

あ

る

が

此
家
、

所
は
辺
僻

で
あ

り
、
家
も
綺
麗

で
は
無

い
が
、
庖

丁
は
生
粋

の
江
戸
前
と
て
名
高

い
。
座
敷

器

具
も
江
戸
式
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
鯉

こ
く
は

こ
と
に
名
高

い
」

と
あ
り
、
笹

川

す
き
が

へ
し

臨
風

の

『
明
治

還
魂
紙

』

(
昭
和
21
年

6
月
、

亜
細

亜
社

)
も

「
橋
本

は
流

石

う
え
は
ん

に
奥

の
植
半

よ
り
も
食

べ
も

の
が
旨

か

っ
た
が
、
そ

れ
よ
り
も
帰

り
に
橋
本

と

書

い
た
、

ぶ
ら
提
灯

を
提
げ

て
堤

の
上

を
小
梅

ま
で
出

る
風
情
が

よ
か

っ
た
」

と
記

し
た
。

金
升

は
ま
た
、

『
明
治

の
お
も

か
げ
』

の

「
雪

の
屋
根
船
」

で
、
明
治

二
十

五
年

(
一
入
九

二
)

の
雪
見

に

つ
い
て
も
回
想

し
て
い
る
。
日
本
橋

の
船
宿

か

ら
置
き
炬
燵

を
入
れ
た
屋
根
船

に
乗

っ
て
隅

掴
州

を
さ
か
の
憾
り
、
柳
島

の
橋

本

の
桟
橋

に
船
を
着

け
た
。

コ

一階

へ
上
る
と
今

の
工
場

の
つ
づ

い
て
居
る
土

さ
な
が
ら

手

で
、

一
面

の
田
も
畑
も
見
渡
す
限
り

の
銀
世
界

は
宛
然
広
重

の
絵

で
あ
る
。

鯉

こ
く
を
命
じ

て
ゆ
る
ゆ
る
と
飲
ん

で
居
る
中
、

妻
は
女
中
を
案
内
者
に
し
て

じ
や

め

天
神
様

へ
お
詣
り
に
出
か
け
る
。
其

の
蛇
の
目
が
土
手

を
行
く

の
を
二
階

か
ら

見

て
居
る
と
柳
島

か
ら
亀

戸
に
か
け
て
我
が
世
界

の
様

な
気
が

す
る
。

…
…
L

文

中

の

「
今

の
工
場
」

は
明
治

二
十

八
年

(
一
入
九

五
)

に
建
ち
始

め
た

モ

ス
リ

ソ
工
場
で
、
そ

れ
以
前

の
雪
見

は
江
戸

の
昔

と
変
わ
ら
な

い
風
景
を
楽

し

む

こ
と
が
で
き

た
の
で
あ

る
。

三

伊
藤
銀
月

は

『
詩
的
東
京
』
(
明
治

34
年

11
月
、
曙
光
社
)
で

「
東
京

の
進
歩

は
陸
上

に
お
い
て
其
度
甚
だ
急
速

に
、
水
上

に
お

い
て
其
度
甚
だ
遅
緩
な
り
」

と

い
う
警
句
を
吐

い
た
が
、
水
上

・
水
辺

の
変
化
が
ゆ
る
や
か
だ

っ
た
の
に
対

し

て
、
陸
上

の
江
東
地
区
が
大
き
く
変
貌
し
た

の
は
、

近
代

的
工
場

の
急
増

が

原
因

で
あ

っ
た
。
工
場

の
増
加
は
明
治

二
十
年
代

後
半
に
始
ま

っ
た
が
、

そ

の

傾
向
が
顕
著

に
な

っ
た

の
は
三
十
年
代
半
ば

で
、
四
十
年
代

以
後

は
激
増

の
度

を
加
え
た
と

い

っ
て
よ

い
。

他
区

に
比
し

て
地
価

が
安

く
、

ま
た
水
運

の
便

に
め
ぐ
ま
れ
て
い
た
こ
と
は

工
場

の
設
置
を
容
易
な
ら
し
め
た
が
、
ど

の
時
期

に
お

い
て
も
本
所
区

は
深
川

区
を
上
回

っ
て

い
た
。
こ
れ
は
本
所

区
の
歴
史
的

・
地

理
的
条
件
が

工
場

設
置

を
た
や
す
く

し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点

に

つ
い
て
、
本
所

で
育

っ
た
斎
藤

緑

雨
が

「
お
ぼ

え
帳
」

(
『
太
陽
』
明
治

30
年

4
～

12
月
)

で

「
純
粋

の
江
戸

ゐ

つ
き

つ
子
は
今
深

川
に
多
く
本
所

に
多

し
、
深
川

の
は
魚
河
岸

と
お
な

じ
く
土
着
な

る
が
あ

れ
ど

も
、
本
所

の
は
然

ら
ず
、
眼
先

の

一
寸
に
明

る
く
足
元

の
三
寸

に

一65一

 

●



こ
と
わ
り

暗
き
江
戸

つ
子

の
、

こ
れ
も
生
存
競
争

の
理
に
せ
め
ら
れ
て
、
余
儀

な
く

河
を

わ
た度

り
て
退
転

し
来
れ

る
な
り
」
(
四
)
と
述
べ

て
い
る

の
が
示
唆
的
と

い
え
る
。

東
京
市
編

『
東
京
案
内
』
上
巻

(
明
治

40
年

4
月
、
裳
華
房
)

に
収

め
ら
れ

た
朋
治

三
十

八
年

(
一
九
〇

五
)
調
査

の

「
工
場
票
」

に
よ
れ
ぽ
、
東
京
市
内

の
工
場
総
数

は
四
四
三
に
す
ぎ
な

い
が
、
そ

の
う
ち
本
所
区

は

一
三
七
、
深
川

匿
は
六
六
で
、
両
区

の
合
計

は
市
内
総
数

の
四
六
パ
ー
セ
ソ
ト
を

占

め

て

い

た
。
そ
れ
が
大

正
十
年

(
一
九

一
=

)

に
な

る
と
、

工
場
総
数

は
六
二
八
四
に

達
し
、
本
所
区
が

=

一
七
五
、
深
川
区
が

=

五
五
と
激
増

し
て
い
る
の
で
あ

る
。
『
深
川
区
史
』
上
巻

(
大
正
15
年

6
月
、
深
川
区
史
編
纂
会
)

に
載

っ
て
い

る
大
正
十

冖
年

(
一
九
二
二
)
調

査
の

「
深

川
区
内
各
種

工
場
別
累
年
増
加
表
」

に
よ
る
と
、
工
場

の
種

別

で
は
機
械

工
業

・
化
学

工
業

.
雑

工
業

.
染
織

工
業

・
飲
食
物
工
業

の
順
に
多
か

っ
た
。
ま
た
時
期

的

に
は
、
明
治

三
十
八
年

(
一

九
〇
五
)
以
降

の
増
加
傾
向

が

著

し

い
。
そ
れ
以
前

で
は
、

明
治

二
十
六
年

(
一
八
九

三
)
と
三
十
三
年

(
一
九
〇

〇
)

の
前
後
に
お

い
て
変
化
が
見
ら
れ

た
。
、
こ
れ

は

そ

れ

ぞ

れ
、
綿
糸
紡
績
業
を
躍
進
さ
せ
た
日
清
戦
争
、
北
清

事

変
、
機
械

・
化
学

の
重
工
業
を
勃
興
さ
せ
た
日
露
戦
争

に
よ

る
影
響
と
見

る
こ

と
が

で
き

る
。

北
清
事
変
が
起

こ
る
直
前

の
明
治

三
十

三
年

(
一
九
〇
〇
)
四
月

二
十
九
日
、

根
岸
庵

に
寝
だ
き

り
の
正
岡
子
規

は
、
本
所
茅
場
町

で
牛
乳
搾
取
業
を
営
む
伊

藤

左
千
夫

の
家

を
、
門
下

の
赤
木
格
堂
、
香
取
秀
真
と

と
も

に
人
力
車

で
訪
ね

た
が
、
左
千
夫

は
あ

い
に
く
外
出

し
て
い
た
。

調
「
ど
う
せ
う
か
、

と
暫
く
躊
躇

t
た
。
頭

の

つ
か

へ
さ
う
な
低
き
冠
木
門

の

い
ち
じ
ゆ
く

右

に
は
若

い
柳
が
少

し
芽

を
ふ
き
か
け
て
居

る
。
左

に
は
無
花
果

が
ま
だ
裸

で

居
る
。
其
向

ふ
に
は
牛
小
屋
が
あ
る
ら
し

い
。
遂

に
決
断
し

て
亀
戸
天
神

へ
行
く

る

い
つ

あ

事
に
き

め
た
。
秀
眞
格
堂
の
二
人
は
歩
行

い
て
往

た
。
突

き
あ
た

っ
て
左

へ
折

れ
る
と
平
岡
工
場
が
あ

る
。

こ
ち
ら

の
草
原

に
は
げ

ん
げ
ん
が

美
し
く
咲

い
て

あ
ひ
る

居

る
。
片
隅

の
竹
囲

ひ
の
中

に
は
水
溜
が
あ

っ
て
鶩
が
飼

ふ
て
あ

る
。
㌧
:
・.・」

随
筆

「
車
上

の
春
光
」

(
『
ホ
ト
ト
ギ

ス
』
明
治

33
年

7
月
)

の
こ
の
記
述
を

見

て
も
、
当
時

は
ま
だ

工
場
が

田
園
風
景

の
中

に
あ

っ
た
と

い

っ
て
よ
い
。

そ

れ
か
ら

三
年
後

の
明
治

三
十

六
年

(
一
九
〇
三
)

一
月

三
日
、
亀
戸
天
神

へ
初
卯
詣

で
に
い

っ
た
尾
崎
紅
葉
、
巌
谷
小
波
、
斎
藤
松
洲

の
三
人
が
、
当
時

会
津

に
隠
棲

中
の
後
藤
宙
外

に
あ

て
て
、
柳
島

の
橋
本

か
ら
合
作

の
葉
書
を
送

っ
た

こ
と
は
、
h宙
外

の

『
明
治

文
壇

回
顧
録
』

(
昭
和

11
年

5
月
、
岡
倉
書
房
)

に
紹

介
さ
れ
て

い
る
。
松
洲

が
描

い
た
絵

の
余

白
に

「
エ
ヘ
ソ
開
運

の
お
守

は

こ
れ
か
ら
出
ま
す

紅
葉
」

「矢

は
り
江
戸
は
よ
う
ご

ツ
す

小
波
」

と
記

さ

れ

て
い
た
。

「
こ
れ
だ
け

の
短
文

で
は
あ
る
が
、
此

の
両
氏

の
江
戸
趣
味

に
ひ
た

つ
た
、

満
足

の
徴
笑
を
も
ら
し

て
ゐ
る
、
趣
が
見

え
る
や
う
に
思
ふ
。
柳
島

辺
の
風
景

を
添

へ
て
想
像

し
て
見
る
と
、

一
層
感
じ
が
深
く
な
る
。
し
か
し
、
あ

の
頃
で

も
川

の
向
側

に
は
、
も
う
赤
煉
瓦

の
モ
ス
リ

ン
工
場
な
ど
が
出
来
始

め
て
ゐ
た

の
だ

か
ら
、
追

々
と
江
戸
趣
味
も
猛
烈
な
破
壊
期

に
出
あ

つ
て
ゐ

た

の

で

あ

る
。
・・噂…
」

(
七
)

こ
の

「
赤
煉
瓦

の

モ
ス
リ

ソ
工
場
」

は
、
明
治

二
十

八
年

(
一
八
九
五
)
十

う
け
ち

あ
ず
ま

二
月
に
吾
嬬
村
請

地
に
創
設

さ
れ

た
東
京

モ
ス
リ
ソ
紡
績
株
式
会
社

の
吾
嬬
工

場
で
あ

ろ
う
。
こ
の
あ

た
り
は
永
井
荷
風

の
長
編

「
冷
笑
」

(
『
東
京
朝
日
新

聞

』
明
治

42
年

12
月
～
43
年

2
月
)
に

「
天
神
様

を
出

る
と
両
側

と
も

に
製
造

場
の
つ
づ
い
た
難

を
伝
は
つ
て
・
柳
島
の
妙
見
様
で
開
運
驫

の
嚢

り
を

頂

い
た
帰
り
道
」

(
七
)
と
工
場

の
建
設
状
況
が
描
か
れ
て

い
る
が
、

当
時

は

ま
だ
周
囲

に
か
な
り

の
自
然
が
残
さ
れ

て
い
た
。
そ

の
こ
と

は
、
荷

風

の
小
説
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「
す
み
だ
川
」

(
『
新
小
説
』
明
治

42
年

12
月
)

の
次

の

一
節
に
よ

っ
て
も
う

か
が

え
る
。

は

め

う
ら
ひ
な

ま
じ

「
小
家

の
曲

り
角

の
汚
れ
た
板
目

に
は
売
薬
と
易
占

の
広
告
に
交

つ
て
至
る

処
女

工
募
集

の
貼
紙
が
目

に

つ

い

た
。
然
し
間
も
な
く

こ
の
陰

鬱
な
往

来
は

う

ね

迂
曲
り
な
が
ら

に
少

し
く
爪
先
上
り

に
な

つ
て
行
く

か
と
思
ふ
と
、
片
側

に
赤

く
塗

つ
た
妙
見
寺

の
塀
と
、
そ
れ
に
対
し

て
心
持
よ
く
洗
ひ
ざ
ら
し
た
料

理
屋

橋
本

の
板
塀

の
た
め
に
突
然
面
目
を

一
変

さ
せ
た
。
貧

し

い
本
所

の

一
区
が
此

の

ぐ
さ

処
に
尽
き

て
板

橋

の
か
か

つ
た
川
向

う
に
野
草

に
蔽

は
れ
た
土
手

を
越

し
て
、

亀
井
戸
村

の
畠
と
木
立
と
が
美

し

い
田
園

の
春
景
色

を

ひ

ろ

げ

て
見

せ
た
。

…
…
」
(
九
)

四

「
す
み
充
川
」
発
表

か
ら
四
年
後

の
大

正
二
年

(
一
九

二
二
)
九
月
十
日
、
永

井
荷
風

は
両
国

の
回
向
院

か
ら
竪
川
筋
を
散
策
し

た
。

か
つ
て
短
編

「
牡
丹

の

客
」

(
『
中
央
公
論
』
明
治

42
年

7
月
)

で
描

い
た
本
所

四
つ
目

の
牡
丹
園
を

の
ぞ

い
た
の
ち
、
深
川
猿
江
裏
町
ま

で
足
を

の
ば

し

た

こ
と
を

「
大
窪

だ
よ

り
」

(
『
三
田
文
学
』
大
正

2
年

9
月
～

3
年

7
月
)

で
次

の
よ
う
に
記
し
て

や

う

い
る
。
文
中

の

「
深
川
夜
烏

」
は
、
中
学
時
代
か
ら

の
親

友
井

上
唖

々
の
別
号

で
、
深
川
東
森

下
町

の
裏
長
屋
に
隠
れ
住
ん

で
い
た
唖

々
を
し
ば

し
ば
訪
れ

た

こ
と
を
、
荷

風
は
随
筆

「深

川
の
散
歩
」

(
『
中
央
公
論
』
昭
和

10
年

3
月
)

を
は
じ
め
、
多
く

の
作

品
の
中

で
書

い
た
。

「
い

つ
か
四
ツ
目
牡

丹
園

の
門
前

に
出
候
間
園
内

に
入
り

て
盆
栽
を
見
歩
き

古
池

の
渚

に
佇

み
て
水
蓼

の
茎

の
紅
き

を
眺

め
申
候
。
思

へ
ぽ
深
川
夜
烏

と
連

立
ち
て

こ
の
庭

に
散

り
行
く
牡
丹
眺

め
た
る
も
早
や

五
年

ほ

ど

の

昔
と
相
成

う
ち
た
ち
ま
ち

候
。
門
を
出
て
再
び
足
に
ま
か
せ
て
処
も
定
め
ず
行
く
中

忽

製
造
場
に
取
囲

ま
を
す
よ
し

ま
れ
て
薬
液

の
悪
臭
甚

し
き
小
道

に
出

で
候

。人

に
問

へ
ぽ
猿
江
裏
町

と
申
由

。

こ
の
辺

に
住

む
人

は

一
人

と
し
て
生
き

た
る
顔
色

は
な
く

昔
は
大
名

の
下
屋
敷

と
覚

し
き
処

々
の
大
木
皆
立
枯
れ
致
し
池

の
水
血

の
如
く

に
変
色
致
居
候
有
様

全
く
眼
も
当

て
ら
れ

ぬ
光
景

に
御
座
候
。
兎

に
角
む

せ
返

る
や
う
な
媒
烟
と
眼

に
し
む
悪
臭
と

に
何
と
や
ら
気
も
悪
し
く
相
成
候
間
急
ぎ
小
名
木
川

の
方

へ
駈

よ

抜
け
扇
橋

の
欄
干

に
憑
り

か
x
り

て
暫
時
休
息

致
候
。
…
…
」

(
九
月
十
日
)

当
時

の
猿
江
裏
町

に
は
、
明
治

二
十
年

代
に

で
き
た
人
造
肥
料

の
四
星
商
店

工
場
、
丸
鉄
工
場
、
安

全

マ
ッ
チ
の
新
燧
社
、
綿
布

染
物

の
石
田
工
場
、

三
十

年
代

に
で
き
た
綿

織
物

の
明
治

工
場
、

ラ
ン
プ
笠
の
原

山
硝
子

工
場
、

ゴ

ム
足

袋

の
萩
原
ゴ

ム
製

造
所
、
井
上

鉄
工
場
な
ど
が

並
ん
で
い
た
。
大
正

三
年

(
一

九

一
四
)
十
月
、
隣

町
に
当
た
る
南
葛
飾
郡
大
島

町
の
東
京

ス
プ

リ
ン
グ
製
作

所

に
就
職
し
た
平
沢

計
七
が
、
社
会
劇

「
工
場
法
」

(
『
労
働
及
産
業
』
大
正

5
年

6
月
)
の
舞
台

と
し
て

「
所
。
東
京
深
川
。
猿
江
裏
町

の
裏
長
屋
」
と
設

定

し
た
あ

た
り
で
あ

る
。

「
大
窪
だ

よ
り
」

に
記
す
と

こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
荷
風

は
二
週
間
後

の
大
正

二

年
九
月

二
十

四
日
、
再
び
電
車

で
深
川

へ
出

か
け
、
小
名
木
川

の
ほ
と
り
か
ら

堀
割

に
沿

っ
て
木
場

へ
向

か

っ
た
。

「
こ
の
辺

は
同
じ
深
川

の
果
な
が
ら
先
日
散
歩
致
し
候

猿
江
の
辺
と
は
全
く

こ
れ
な
く

異
り
製
造
場

一
つ
も
無
之

い
つ

こ
を
見
候
て
も
材
木
浮
べ
し
静

か
な
る
水
、

川

よ
り
堀
、
堀
獣
功
池

へ
と
連

り
、
岸

に
は
樹

木
、
堤

に
は
水
草

生
じ
、
水
門

の

ほ
と
り
に
は
蘆

荻
風
に

そ

よ

ぎ

水
郷

の
秋

い
か
に
も
身

に
迫
る
心
地
致
さ
れ

候
。
…
…
」
(
九
月

二
十
四
日
)

こ
れ
に
よ

っ
て
も
、
大
正
初
年

の
江
東
地
区
に
は
、

工
場
化

さ
れ
た
と

こ
ろ

と
、
昔

の
ま
ま

の
と

こ
ろ
が
混
在
し

て
い
た

こ
と
が
わ

か
る
。

こ
う
し
た
見
聞
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は

「
目
和
下
駄
」

(
『
三
田
文
学
』
大
正

3
年

8
月
～

4
年

6
月
)

の
荷
風
を

L
て
、
次

の
よ
う
な
逆
説
的
言
辞

を
吐

か
せ

る
こ
と

に
も
な

っ
た
。

む
か
う

ひ
の
み
や
ぐ
ら

「
浅
野

セ
メ
ン
ト
会
社

の
工
場

と
新
大
橋

の
向

に
残

る

古

い

火
見
櫓

の
如

き
、
或

は
浅
草
蔵
前

の
電
灯
会
社

と
駒
形
堂

の
如
き
、
国
技
館
と
回
向
院

の
如

き
、
或

は
橋

場
の
瓦
斯

タ

ソ
ク
と
真
崎
稲
荷

の
老
樹

の
如
き
、
其
等
工
業
的
近

世

の
光
景

と
江
戸
名
所

の
悲

し
き
遺
蹟

と
は
、

い
つ
れ
も
個

々
別

々
に
私

の
感

か
く

想

を
錯
乱
さ
せ
る
ば

か
り
で
あ
る
。
さ
れ
ば
私

は
此

の
如
く
過
去
と
現
在
、
即

ち
廃
頽
と
進
歩
と

の
現
象

の
あ
ま
り
に
甚

し
く
混
雑

し
て
ゐ
る
今

目
の
大
川
筋

よ
り
も
、
深
川
小
名
木

川
よ
り
猿

江
裏

の
如
く
あ

た
り
は
全
く

工
場
地

に
変
形

た

や

す

し
江
戸
名
所
の
名
残
も
容
易
く
は
尋
ね
ら
れ
ぬ
程
に
な
つ
た
処
を
選
ぶ
。
大
川

筋
は
千
住
よ
り
両
国
に
至
る
ま
で
今
日
に
於
て
は
ま
だ
ま
だ
工
業
の
侵
略
が
緩

あ
た
り

へ
ん

漫

に
過
ぎ

て
ゐ
る
。
本
所
小
梅
か
ら
押
上
辺
に
至
る
辺
も
同
じ
事
、
新

し

い
工

か
へ
つ

場
町

と
し
て
此
れ
を
眺

め
や
う
と
す
る
時
、
今

と
な

つ
て
は
却

て
柳
島

の
妙
見

堂

と
料
理
屋

の
橋
本
と
が
目
ざ

は
り

で
あ
る
。
…
…
」
(
第
六

水

)

五

服
部
誠

一
の

『
東
京
新
繁
昌
記
』
(
明
治

7
年

4
月
～

9
年

4
月
、

山
城

屋
)

に
始

ま
る
東
京

の

〃
繁
昌
記
文
学
"

の
な

か
で
、
異
色
と

い
う
べ
き
は
山

口
孤

剣

の

『
東
都
新
繁
昌
記
』

(
大

正
7
年

6
月
、
京
華
堂
)

で
あ

っ
た
。
松
原
岩

五
郎

の
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ

ュ

『
最
暗
黒

の
東
京
』

(
明
治

26
年

11
月
、
民
友
社
)

に
感
動
し

て
社
会

主
義
者

を
志

し
た
と
い
う
孤
剣

の

『
東
都
新
繁
昌
記
』

は
、

さ
す
が

に
類
書
と
ち
が

っ
て
、

失
業
者

や
ス
ラ

ム
の
状
況
、
芸
人

の
労
働
条
件

な
ど

の
詳
し

い
報
告

を
忘
れ
て

い
な
い
。

孤
剣
は

「
水
郷

の
深

川
」

の
章
で

「東
京
市

の
水
面

よ
り
低

い
と
い
は
れ

る

フ

ヒ

コ

ト

此

の
区

の
千
田
町
を
以
て
し

て
、
海
抜
四
呎
、
そ
れ
を
牛
込
若
松
町
、
海
抜

百

フ

ヒ

コ

ト

ニ
十
九
呎

に
比
す

る
な
ら
ば
、
大
な

る
相
違
が
あ
る
。
さ
れ
ば

其

の
地
価

の
ご

と
き
も
、
中
島
町
、
裏
大
工
町

は
三
十
円
内
外
、
亀
住
町
、
佐

賀
町

一
丁
目
は

五
十
円
内
外
、
黒
江
町
、
相
川
町
は
七
十
五
円
内
外
、
富

岡
町
、
門

前
町
、

東

森
下
町

は
八
十
円
内
外

で
、
東
京
中

で

一
番
安

い
と

い
は
れ

て
ゐ
る
。
其
処

で

此

の
安

い
地
価

に
目
星

を
つ
け
、
殊

に
河
川

の
利
用

に
至
便
な

る
よ
り
、
多
く

の
工
場

は

つ
く
ら
れ

た
。
浅
野

セ
メ
ソ
ト
を
筆
頭
と
し

て
、
東
京
倉
庫
、
東
京

紡
績
、

日
本
製
鋼
、
東
洋
木
材
、
日
本
製
粉
、
東
京
製
材
、
東
京
製
氷
、
朝
日

肥
料
、
深
川
鉄

工
、
東
京
堅
鉄
な
ど

は
、
深
川

の
地
価
と
、
深
川

の
水

に
負

ふ

処
が
多

か
ら
う

と
思

は
れ

る
」

と
、
工
場
化

の
背
景

を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

ふ

ま
た

「
江
東

の
工
業

地
た
る
深
川

に
、

日
に
月

に
工
場
が
殖
え

て
ゆ
く
や
う

に
、
所
在

の
町
は
職

工
の
巣

と
な

つ
て
ゐ
る
。
今

日
の
深
川

で
は
、
結
城
木
綿

の
二
枚
鶺

ヂ
、
西

川
縞

の
羽
織

を
着

て
、
盲
縞

の
腹
が
け
、
騰
卵
き

に
白
足
袋

い
き

と

い
ふ
粋
な
職
人
は
だ
ん
だ

ん
少
く

な
り
、
油

じ
み
て
光

つ
た
職

工
服
、
手
も

顔

も
真

つ
黒
に
な

つ
て
ゐ
る
連

中
が
、
現
代
的

の
深
川
男

を
代
表
す

る
や
う

に

な

つ
て
来
た
」
と
、
職
人
か
ら
職
工

へ
の
推
移

に
新

し
い
時
代

の
動
き

を
見
据

え
て
も

い
た
。

「
職
工

の
本
所

」
の
章

で
は
、
労
働
者

の
窮

乏
と
生
活
水
準

の
低

さ
を
指
摘

し

て
、
孤
剣

は
次
の
よ
う
に
結

論
づ
け
て

い
る
。

「
本
所

は
東
京

の
工
業

地
で

も
、
未
だ
文
明

の
風
は
吹
き
渡
ら

ぬ
。
外
套

よ
り
も
合
羽
で
あ
る
。
長
靴
よ
り

も
脚
絆

で
あ
る
。
猿
股
よ
り
も
褌

で
あ
る
。

カ
フ

エ
ー

よ

り

も

居
酒
屋

で
あ

る
。

コ
ー
ヒ
ー
よ
り
も
茶
碗
盛
り

で
あ
る
。
ウ
イ

ス
キ
ー

よ

り

も

正
宗

で
あ

ら
ん
ぷ

あ
ん
ど
ん

る
。
瓦
斯
と
電
気
よ
り
も
洋

灯
、
行
灯

で
あ
る
。
彼
等

は
ピ
リ

ケ
ソ
よ
り
も
大

黒
様
を
信
仰
す

る
。
浪
花
節
を
最
高

の
音
楽
と
し
て
、
活
動
写
真
を
最
上

の
美

術

と
す
る
彼
等

は
、
東
京

に
生
れ

て
東
京

に
育
ち
、
ま
だ
歌
舞
伎
座
す
ら
覗

い

.:



て
見
た

こ
と

の
な

い
と

い
ふ
連
中
が
沢
山
あ
る
。
ー

本
所

の
趣
味

は
亡
国
的

で
あ

る
、
廃

壗
的

で
あ

る
、
木
賃
宿

的

で
あ
る
。
凄
涼
悲
哀
暗
惨
陰
鬱
、
人

を

し

て
堪

へ
ざ
ら
し
め
る
。
…
…
」

工
場
化

の
進
展
と
は
う
ら
は
ら
に
す
す
ん
だ
職

工
の
窮
乏
が
、
そ

れ
を
取
り

ま
く
自

然
の
荒
廃

と
無
関
係

で
は
あ

り
得

な
い
。
向
島

に
住

ん
で
い
た
幸

田
露

伴

は
、

エ
ッ
セ
イ

「
望
樹
記
」

(
『
現
代
』
大

正
9
年

10
～

12
月
)

で

「
一
体

此

の
十
余
年
以
来
、

一
は
市
外
地

の
戸
数

の
激
増

し
た
た
め
で
も
あ

る
が
、
又

ば
い
え
ん

な
つ

一
は
工
場
の
増
設

よ
り
生
ず

る
媒
烟

の
多
量

に
成

た
た

め
で
も
あ

る
が
、
須
崎

あ

づ
ま

う
け
ち

寺
島
隅

田
亀
井
戸
吾
嬬
押
上
請
地
等

の
地
方

は
甚

し
く
樹
木

の
生
存
を
迫
害
さ

れ

る
に
至

つ
て
ゐ

る
。
亀
井
戸

の
臥
龍

梅
園
、
小
村
井

の
江
東
梅
園
、
向
島

の

百
花
園
、
是
等

の
梅
園
は
皆
見
る
影
も
無
く
な

つ
た
」
と
書

い
た
。

こ
と

そ
し

て

「
梅
は
濶
葉
樹

で
は
あ
り
、
特

に
煤
烟

に
は
弱

い
も
の
で
あ
る
か
ら

い
た
し
か
た

致
方
も
無

い
が
、

梅

の
み

で
は
無

い
、
其
他

の
種

々
の
樹
木
が
皆
衰
残

の
状

に

あ
る
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
ゐ
る
。

江
東

に
名

の
あ

つ
た
大
木

の
松

な
ど

も
大
抵

し
ま

枯

死
し
て
終

つ
て
ゐ
る
。
吾
妻
橋

の
上

に
立

つ
て
二
十
余
町
を
隔

て
な
が
ら
北

ば
ん
ば

け
や
き

の
方

に
望
見
す

る
こ
と
を
得

た
番
場

の
槻

の
樹
な
ど
も
、
今

は
有

り
や
無
し
や

見
え

ぬ
こ
と
に
な

つ
た
」
と
、
風
流
な
行
楽
地
だ

つ
た
近
郊
風
景
が

一
変
し

て

し
ま

っ
た
状
況
を
嘆

い
て
い
る
。

こ
の
文
章
と
関
連
す
る

の
は
細

井
和
喜

蔵

『
女
工
哀
史
』
(
大
正
14
年

7
月
、

改

造
社
)
の

一
節

で
、
そ

の

「
紡
績

工
の
教
育
問
題
」

は
東
京

モ
ス
リ

ン
亀
戸

工
場
の
工
場
歌

(
小
林
愛
雄
作
詞
)

を
取
り
上
げ
、
当
時

の
亀
戸
周
辺

の
景
観

に
言
及
し
た
。

工
場
歌

の
第

一
番
は

「
花

の
名
ど

こ
ろ

亀
戸
に

香
ふ
梅
よ
り

な
ほ
清

き

操

を
誇

る

三
千

の

,

心
は

一
ツ

へ
だ

て
な

し
」

つ
づ
く
第

二
番

は

「
此
処

は
吾
妻

の

森
近
き

河

の
あ
た
り

の

大
工
場

心

の
か
ち
を

定

め

つ
N

真
白
き
綿
を

紡

く
と

こ
ろ
」

と
な

っ
て

い
る
。

こ
の
詞
章

に
つ
い
て
、
細

井
は
次
の
よ
う
に
批
判

し
た
冷

「
東
京

モ
ス
リ

ン
亀

戸
工
場
は
市

電
柳
島

の
終
点

を

降

り

て

妙
見
橋

を
渡

り
、
左

に
同
社
吾

嬬
工
場
を
眺
め
て
水
草

一
つ
目
高

一
ぴ
き
浮

か
ば

ぬ
泥
河

べ

り
を
行

き
、

三

つ
目
の
橋
畔

に
在

る
工
場
だ
。
そ

の
あ

た
り

一
帯

は
砂
塵
と
煤

煙

で
濛

々
と
し
て
殆
ど
自
然

の
跡
形

を
見

せ
ぬ
荒
地

で
あ

る
。

『
花

の
名
所
亀

戸

に
』
第

一
番

の
第

一
行

か
ら

し
て
少
し
も
現
実

に
ふ
れ

ぬ
遠
き
過
去
を
う
た

つ
て
ゐ

る
。
亀
戸

に
花
が
あ

つ
た

の
は
東
京

で
な
く
し

て
江
戸
時
代

だ
。
第

二

番

の

『
此
処

は
吾
嬬

の
森
近
き
河

の
あ
た
り
の
大
工
場
』
が
ま
た
頗

る
ふ
る

つ

て
ゐ
る
。
吾
嬬
に
森

が
あ

つ
た

の
は
之

ま
た
数

百
年

の
昔
で
今

は

一
本

の
立
木

さ

へ
発
見
す
る

こ
と
が
出
来

な

い
。
ま
し
て
此

の
吾
嬬

の
森

の
あ

つ
た
と
思

し

き
地
点

に
は
同
社
吾

嬬
工
場
が
運

転
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
…

…
」

こ
の
批
判
が
、
歴
史
的
記
述

の
誇
張
さ
れ

た
部
分

は
と
も

か
く
、
当
時

の
実

状

に
関

し
て
は
当
た

っ
て
い
た

こ
と
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

六

も
と
も
と
低
地
帯

の
江
東
地
区
は
、
急
激

な
工
場
化

に
よ
る
地
盤
沈
下
が
甚

し
く

な

っ
た
た
め
に
、
関
東
大

震
災

以
前

に
も
、
高
潮

(海
嘯
)

と
出
水
が
大
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き
な
災
害

を
も
た
ら
し
て

い
た
。
畑
市
次
郎

『
東
京
災
害
史
』

(
昭
和
27
年

5

月
、
都
政
通
信
社
)

に
よ
れ
ば
、
明
治

大
正

の
風
水
災
は
明
治

十

一
年

(
一
八

七
八
)

か
ら
大
正

六
年

(
一
九

一
七
)

ま
で
、
十
回

に
も
及

ん
で
い
る
。

工
場

化

に
よ
る
地
盤
沈
下
が

一
因

と
い
う
点

か
ら
す
れ
ば
、
高
潮

や
出
水

に
よ
る
被

害

は
、

天
災

だ
け
で
な
く

人
災

の
要
素

も
加
わ

っ
て

い
る
と

い
わ
な
け
れ
ば

な

ら
な

い
。

大
正

六
年
九
月

の
高
潮

に
つ
い
て
は
、
泉
鏡
花
が
小
説

「
黒
髪
」

(
『
中
外

新
論
』
大

正
7
年

1
月
)
で
扱

っ
た
。
そ

の

一
節

に

「
大
正

六
年
九
月

三
十
日
、

よ
く
つ
い
た
ち

満
月
の
夜

よ
り
、
翌
朔
日

の
未
明

を
襲

つ
た
真
夜
中
頃

の
東
京

の
颱
風

は
、
:
…
・

あ
る
い

大
江
戸
に
も
嘗

て
な
か

つ
た
、
或

は
有

史
以
来

と
称

ふ
る
未
曽
有

の
天
変

で
あ

な
か
ん
つ
く

か
い
せ
う

つ
た
。
全
都
到
る
処
、
就
中
、
深
川

一
帯
、

月
島
砂
村

の
海
嘯

の
大
惨
事

は
、

尚

ほ
人

の
耳
、
わ
れ
ら

の
記
憶

に
新
な
る
処

で
あ

る
」
(
五
)
と
あ
る
。

高
潮

に
も
ま
し

て
、
江
東
地
区

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

の
は
出
水

で

あ

っ
た
。
荒
川
放
水
路
が
大
正
十

三
年

(
一
九

二
四
)

に
完
成

す

る

ま

で
、

向
島

か
ら
本
所
、
深
川

に
か
け

て
は
毎
年

の
よ
う

に
秋
出
水

に
見
舞
わ
れ

て
い

る
。
放
水
路

の
完
成
後

は
被
害
が
全
く
解
消

し
た
と

こ
ろ
を
見

る
と
、
秋
出
水

も
ま
た

〃
人
災
"

の

一
面
が
あ

っ
た

こ
と
は
否
定

で
き
な

い
で
あ

ろ
う
。

本
所
茅

場
町
に
住
む
牛
乳
搾

取
業

の
伊
藤
左
千
夫

は
、
明
治

三
十

三
年

(
一

九
〇
〇

)
八
月

の
水
害

に
際

し
て
、
連
作

「
こ
ほ
ろ
ぎ

」
を

つ
く

っ
た
。

「
八

月

二
十
八
日

の
嵐

は
、

竪
川

の
満
潮

を
吹
き
あ
げ

て
、
茅
場

の
あ

た
り
湖

を
湛

ひ
と
り

へ
、
波
は
畳

の
上
に

の
ぼ
り

ぬ
。
人
も
牛

も
に
が
し
や
り
て
、
水

の
中

に
独
夜

を
守

る
庵

の
寂
し
さ

に
、

こ
ほ
ろ
ぎ

の
音
を
聞
き

て
よ
め
る
歌
」
と

い
う
詞
書

ゆ
か

を

つ
け

て

「
牀

の
う

へ
水

こ
え
た
れ
ば
夜
も
す
が
ら
屋
根

の
裏
べ
に

ご
ほ
ろ
ぎ

あ

れ

や

の
鳴
く
」

「
只

ひ
と
り
水
つ
く
荒
屋

に
居
残
り

て
鳴
く

こ
ほ
ろ
ぎ

に
耳
か
た
む

み

の

と

け

ぬ
」

「
ま
れ
ま
れ
に
そ

と
も

に
人

の
水

わ
た
る
水
音
き

こ
え

て
夜

は
く
だ

ち

み

と

た
だ

ゆ
く
」

「
水
つ
く

里
人
の
音
も
せ
ず

さ
夜

ふ
け
て
唯

こ
ほ
ろ
ぎ

の
鳴
き
さ
ぶ
る

か
も
」
な
ど
十
首
を

よ
ん
で
い
る
。

み
ず
こ
も
り

明
治

四
十
年

(
一
九
〇

七
)

八
月

の
水
害

で
は
、
左
千
夫

は
連
作

「
水
籠
十

首
」

と
写

生
文

「
水
籠
」

を
書
い
た
。

「
水
籠
」
(
『
ホ
ト
ト
ギ

ス
』
明
治

菊
年

ゆ

ふ

ご

11
月
)
に
は
、
今

に
も
水

の
中
に
落

ち
そ
う
な
三
歳

の
娘
木
綿
子

の
動
き

に
は

ら
は
ら
さ
せ
ら
れ
な
が
ら

「毒

々
し

い
濁
り
水

の
為

に
、
人
事

の
総

て
を
閉
塞

さ
れ
、
何

一
つ
す
る

こ
と
も
出
来
ず
」
空
し
く
日
を
送
る
籠
居

の
さ
ま
が

描
か

れ

て
い
る
。

コ
咼
架
鉄
道

の
堤

と
そ

ち
こ
ち
の
人
家
ぽ

か
り
と
が
水

の
中

に
取
残
さ
れ
、

す
き
ま

其
隙
間

と
い
ふ
隙
間

に
は
蟻

の
穴

ほ
ど
な
余
地
も
な
く
ど

つ
し
り
と
濁
水
が
押

へ
そ

詰
ま

つ
て
ゐ
る
。
道
路

と
は
云

へ
心
当

て
に
さ
う
思

ふ
ば

か
り
、
立
て
ば
臍
を

没
す
る
水

の
深
さ
に
、

日
も
暮

れ
か
か

つ
て
は
、
人

の
子

一
人
通

る
も

の
も
な

い
。
活
動

の
の
ろ

い
郵

便
小
舟
が
猶
ゆ
ら
ゆ
ら
漕
ぎ

つ
つ
突
当
り

の
と
こ
ろ
を

右

へ
ま
が

つ
た
。
薄

黒

い
雲

に
支

へ
ら
れ
て
光

に
力

の
な

い
太
陽
が
、
此

の
水

に
つ
か
つ
て
動
き

の
と
れ
な

い

一
群

の
人
家

を
空

し
く
遠

目
に
視

て

居

ら

れ

る
。
…
…
」

つ
づ
く
明
治

四
十

三
年

(
一
九

一
〇
)
八
月

の
出
水

に
も
、
左
千
夫

は

「水

わ
ざ
は
ひ

よ

害
の
疲
れ
を
病
み
て
夢
も
た
だ
其
の

禍

の
夜
の
騒
ぎ
離
れ
ず
」

「水
害
の
の

い
ま

か
り
ず
み

が

れ
を
未
だ

か

へ
り
得
ず
仮
住

の
家

に
秋
寒
く
な
り

ぬ
」

「
針

の
目

の
す
き
ま

お
そ
ろ

も

お
か
ず
押

し
浸

す
水
を
恐

し
く
身

に
し
み
に
け
り
」

「
闇
な
が
ら
夜
は

ふ
け

に

つ
つ
水

の
上

に
た
す
け
呼

ぶ
こ
ゑ
牛
叫

ぶ
声
」
な
ど

の
連
作

「
水

害

の

疲

れ
」
を

つ
く

っ
て

い
る
。

こ
の
時

の
水
害

は
天
明

六
年

(
一
七
八
六
)
以
来

と

い
わ
れ
た
大
き
さ
で
あ

っ
た
。

永
井
荷
風

は
小
説

「
す

み
だ
川
」

の
続
編

に
つ
い
て
語

っ
た

エ
ッ
セ
イ

「
つ

く
り
ぱ
な

し
」

(
『
文
明
』
大
正

6
年

11
月
)

で
、

こ
の
時

の
被
害

に

つ
い
て
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次

の
よ

う

に

書

い
て

い
・る

。

を
さ
な
な
じ
み

「
明
治

四
十

三
年

の
大
水
と
翌
年

の
大
火
事
と

は
、
長
吉
と

お
糸
が
幼
馴
染

の
故
里

は
申
す

に
及
ば
ず
、
伯
父
さ

ん
の
松
風
庵
蘿
月
が
住

ん
で
居
り
ま
す
曳

舟
通

の
辺
ま

で
、
小
説
す

み
だ
川

に
出

て
来

る
場
面

を
ば
さ

ん
ざ

ん

に

荒

し

て
し

ま
ひ
ま
し
た
。
私

は
こ
の
二
度

の
災
禍

に
よ
つ
て
江
戸

の
名
残

と
い
ふ
名

残

は
思
切

り
よ
く

一
掃

さ
れ
尽

し
て
し
ま

つ
た
や
う
な
気

が
致

し
ま
す
。
と

こ

ろ
ど

こ
ろ
の
寺
院

の
門
、
寮

の
柴
折
戸
、

路
傍

の
石
碑
、

社
寺
境

内

の
古

木
な

ぞ
幾
分

た
り
と
昔
を
思
出

す
や
う
な
も

の
は
、

あ

の
水
と
火
事
と

で
奇
麗
さ

つ

ば
り
と
な
く

な

つ
て
し
ま
ひ
ま
し
て
、

其

の
後
は
市
区
改
正

で
往
来
が
広
く
な

り
、

ト
タ

ソ
葺

の
家
が
建

ち
、
電

車
が
通
ふ
や
う
に
な
り
ま
し
た
。
向
島

を
愛

こ
こ

し
て
長
ら
く
爰

に
住
ん
で
ゐ
た
隠
居

た
ち
も
、

あ

の
災
難

を
機
会

と
し
て
、

山

の
手

の
方

へ
御
引

越
に
な

つ
た
向

も
尠

か
ら

ぬ
や
う
に
存

じ
ま
す
。
…
…
」
(
一
)

向

島
周
辺
に
残

っ
て
い
た
江
戸
の
名
ご
り
は
、
水
害
や
大
火
ば

か

り

で

な

く
、
明
治

二
十
二
年

(
一
八
八
九
)
五
月

の
東
京
市
区
改
正
条
例
公
布

に
始
ま

る
市
区
改

正
と

い
う
人
為
的
改
変

も
加
わ

っ
て
、
関
東
大
震
災

を
ま
た
ず

に
滅

び

つ
つ
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

七

徐

々
に
失
わ
れ

て
い

っ
た
江
戸
の
名
ご
り

は
、
関
東
大
震
災

に
よ

っ
て
決
定

的
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受

け
た
。
大
正
十
二
年

(
一
九
二
三
)
九

月

一
日
午
前
十

一

時

五
十
八
分

に
起
ぎ

た

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド
七

・
九

の
激
震
は
、

全
壊
焼

失
家

屋

四
十
六
万
五
千
戸

、
死
者
九

万

一
千
人
に
及
ぶ
大
災
害

を
も
た
ら
し
た
が
、
特

に
江
東

地
区
の
被
害

は
ひ
ど
く
、
焼

失
戸
数
九
万
七
千
戸
、
罹
災

者
数
四
十
七

万
三
千
人
に
達

し
て

い
る
。

福

士
幸
次
郎
が
再
度
深
川

に
移
り
住

ん
で
、
随
筆

「
深
川
ず

ま
ひ
」

(
『
東

京
朝

日
新
聞
』
大
正

12
年

1
月

27
～
31
日
)

を
書

い
た
の
は
、
震
災

の
年

の
始

め
で
あ

っ
た
。

田
端

に
住

ん
で

い
た
福

士
は
前
年

の
十
二
月
、
東
京

肥
料

目
報

社
を
経
営

し
て
い
た
兄

の
民
蔵
が
佐
賀
町

二
丁
目

に
新

築
し
た

の
を
機
に
、
大

正

二
年

(
一
九

二
ご
)

か
ら

八
年

(
一
九

一
九
)

ま
で

い
た
松

村
町
に
再

び
居

を
移

し
た
の
で
あ

る
。

,
「
お
な
じ
深
川

で
も
兄
が
殆
ど
土
着
化

し
た
そ

れ
は
、
本
所

に
近
接

し
て
近

代

の
工
業
地
化

し
た
深
川
や
、
電
車
が
出
来

て
沿
線
が

い
さ
さ
か
近
代

の
都
市

化

し
た
深
川
や
と

は
違

つ
て
、
今

で
も

つ
ひ
大
河

ひ
と

つ
隔

て
た
鼻

の
さ
き

の

京
橋
や
目
本
橋
区
や
を

『
江
戸
向
き
』

と
か
、

『
川
向

ふ
』

と
か
い
つ
て
ゐ
る

と

こ
ろ
の
、
旧
江
戸

の
残

つ
て
ゐ

る
深
川

で
あ

る
。

わ
た
し
も

こ
こ
で
詩
壇

に

名
乗

り
を
あ
げ
、
処
女
詩
集

を
出

し
、
一月
刊
雑
誌

を
発
行

し
た
。
時

に
は
兄

の

身
代

り
に
な

つ
て
、
諸
問
屋

の
寄

り
合

ひ
所

に
縞

の
羽
織

を
着

て
書
記
さ

ん
を

勤

め
だ
。
渋
谷
、
小
石
川
、
代

々
木
と
自
活
生
活

の
旗
上
げ

を
し
て
は
、
借
金

を

こ
さ

へ
て
そ

の
度

に
深
川

の

兄

の

家

へ
尾
羽
打

ち
枯
ら

し
て
逃
げ

か

へ
つ

た
。

か
う
な

つ
て
く

る
と
、
不
純
な
地
方
人

た
る
わ

た
し
に
も

こ
の
大
江
戸

の

名
残
り
が
、
昔
風

の
板
倉
が
ぎ

つ
し
り
並

ん
だ
河
岸
や
、
材
木
を
あ
た
り
狭
し

と
立

て
並
べ
た
町

並
や
、
う
す
汚
な

い
卵
塔
場
や
、
く
さ
れ
た
太
鼓
橋
や
(
素

枯
れ

た
川
べ
り

の
立
ち
木
な
ど

に
残

つ
て
る
風
変
り
な
土
地
を
、
第

二
の
故
郷

ぐ
ら
ゐ

に
思

つ
て
く

る
の
も
無
理
が
な

い
で
は
な

い
か
。
…
…
」
(
一
)

津
軽
生
ま
れ

の
福
士
が
愛
着
を
持

っ
た
深
川

に
残

る

「
旧
江
戸
」

は
、
明
治

三
十
七
年

(
一
九
〇
四
)

の
市
電
開
通
と
総
武
線
亀
戸
駅

の
開
設
に
よ
る
都

市

化

の
影
響
も
、

四
十
年
代
以
降
激
増

の
度
を
加
え
た
工
場
化

の
影
響
も
、
殆
ど

受
け
な

い
で
い
た
。
し
か
し
関
東
大
震
災
は
そ

の
す
べ

て
を
消
滅
さ
せ

て
し
ま

っ
た

の
で
あ

る
。
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大
正
九
年

(
一
九

二
〇
)

六
月

か
ら

『
報
知
新
聞
』

に
連
載
さ
れ

て
い
た
矢

田
挿
雲

の

「
江
戸

か
ら
東
京

へ
」

は
、
震
災

の
た

め
に
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
挿
雲

は
焼
け
跡

を
歩

き
回

っ
て
書

い
た

「
灰
燼

に
帰

し
て
了

つ
た
江
戸
名

所

」

(
『
中
央
公
論
』
大

正
12
年

11
月
)

で

「
本
所

に
は
、
そ
れ

で
も

お
し
る

し
ほ
ど
焼

け
残

つ
た
人
家

が
あ

つ
た
け
れ
ど
、
深

川
に
至

つ
て
は
、
人
家

の
あ

る
か
ぎ

り
丹
念

に
焼

き

つ
く

し
た
。

月
島

の
南
端

と
、
越
中
島

か
ら
洲
崎
外
面

の
埋
立
地
だ

け
が
焼

け
残

つ
た
。
そ

れ
は

一
面

の
砂
原

で
、
何
も
焼
く

も
の
が

な
か

つ
た
か
ら
で
あ

る
」

と
記

し
て
い
る
。
焼
失

面
積

の
上

で
は
、
本
所

区
が

九
五
パ
ー

セ
ン
ト
、
深

川
区
が

八
五
パ
ー

セ
ソ
ト
に
達

し
て

い
た
。

下
町
に
残

る
江
戸

は
灰
燼

に
帰
し
た
が

、
山
の
手

の
そ
れ
は
大
部
分

が
被
害

を
ま
ぬ
か
れ
た
。
し
か
し
多
ぐ

の
人

々
が
抱

い
て

い
た
江
戸

の
イ

メ
ー
ジ
は
、

下
町
に
よ

っ
て
代
表

さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
震
災

以
前

に
も
、

工
場
化
な

ど
の

い
わ
ば

〃
人
災

"
に
よ

っ
て
、
す

で
に
消
滅
寸

前
に
あ

っ
た
。
江
戸

の
名
ご
り

が

十
分

に
保
存

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
震
災
が

そ
れ

を
瞬
時

に
壊
滅

さ

せ
た
と

い
う
わ
け
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ

る
。

震
災

の
翌
年

に
刊
行
さ
れ

た
水
島
爾
保
布

の

『
新
東
京
繁
昌
記

』

(大

正
13

年

6
月
、

日
本
評
論
社
)
が

「
江
戸
趣
味
乃

至
江
戸
情
調

と
い
は
れ
て
ゐ
た
も

ろ
も

ろ
の
も

の
に
し
た

と
こ
ろ
で
、
実

は
今

日
迄

そ
の
余
喘

を
保

つ
て
来

た
の

が
寧
ろ
不
思
議
な
く
ら
ゐ

で
、
地
震

や
火
事
が
あ

る
な

し
に
拘

ら
ず
早
晩
自
滅

し
て
了

ふ
の
が
必
然

の
数
だ

つ
た

の
か
も
知
れ
な

い
」

と
述

べ
て
い
る
の
は
、

そ

の
点

を
指
摘

し
た
発
言

で
あ

ろ
う
。

震
災
直
後

の
め
ざ
ま
し

い
復
興
ぶ
り
を
見

て
も
、
史
蹟
保
存

よ
り
生
活
再
建

が
優
先
し
た

こ
と

は
言
う

ま

で

も

な

い
。
区
画
整
理
中

の
東
京

を
記
録

し
た

「
大
東
京
繁
昌
記
」

(
『
東
京
日
日
薪
聞
』
昭
和

2
年

3
～

10
月
)

の

「
本
所

両
国
」
を
書
く
た
め
に

〃
ふ
る
さ
と
"
を
訪
れ
た
自
殺
直
前

の
芥
川
龍
之
介
は

「
如
何
に
万
法

は
流
転
す
る
と

は
い

へ
、
か
う

い
ふ
変
化

の
絶
え
間
な

い
都
会

は
世
界
申

に
も
珍
ら
し

い
で
あ
ら
う
」
と
嘆

い
て

い
る
。

吾
妻
橋

か
ら
円

タ
ク
で
柳
島

へ
行

っ
た
芥
川
は

「
名
高

い
柳
島

の

『
橋
本
』

も
今

は
食
堂

に
変

つ
て
ゐ
る
。
尤
も

こ
の
家

は
焼
け
ず

に
す

ん
だ
ら
し

い
。
現

に
古
風
な
家

の

一
部

や
荒
れ
果

て
た
庭
な
ど
も
残

つ
て
ゐ

る
、

け
れ
ど
も
磨
り

硝
子

へ
緑

い
う
に

『
食
堂
』
と
書

い
た
軒
燈

は
少
く
と
も
僕

に
は
は
か
な
か

つ

た
。

…
…
」

と
記

し
た
。
芥
川

は
叔
母

と
の
対
話

の
形
を

と

っ
た

一
節

で

「
僕

は
実
際
無
常

を
感

じ
て
ね
。

…
…
そ
れ

で
も

一
度
行

つ
て
ご
ら

ん
な
さ

い
..
ま

だ
ず

ん
ず

ん
変

ら
う
と
し
て

い
る
か
ら
」

と
述

べ
て
い
る
が
、
焼
け
な

か

っ
た

橋

本
の
様

変
わ
り
を
見

れ
ば
そ

の
嘆
息

も
無
理

は
な

か

っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

人
為

的
改
変

が
震
災
前
も
震
災
後
も
変

わ
り
な
く
続
け

ら

れ

て

い
た
点

で

は
、
下

町
も
例
外

で
は
な

か

っ
た
。
そ

の
こ
と
は
こ
れ

ま
で
変
容

の
過
程

を
文

学
者

た
ち
の
記
述

で
た
ど

っ
て
み
た
と
こ
ろ
に
よ

っ
て
も
明
ら

か
と
い

っ
て
よ

い
。東
京

の
改
変
が
殆
ど
人
為
的

に
な
さ
れ
て
き
た
と
す
る
認
識

は
、
陣
内
秀
信

『
東
京

の
空
間

人
類
学
』

(昭
和

60
年

4
月
、
筑
摩
書
房

)
が
指
摘

す
る
よ
う

な
、
人
為

的
に
変

え
ら
れ
な

か

っ
た
地
形

・
道
路
な
ど

の
部
分

に
基
本
的
都
市

構

造
に
お
け
る

「
江
戸

か
ら
の
連
続

性
」
を
見

る
視
点

に
つ
な
が

る
と
い
え

る

で
あ

ろ
う
。
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